
 
 

消化器内科 Gastroenterology 
 

１． スタッフ構成(2026 年 3 月時点) 
 二宮 朋之(副院長、地域医療キャリア形成支援センター長、中

央病院経営改革本部副本部長、地域医療連携室長、医療秘書

管理室長) 
1990年愛媛大学医学部卒 
専門分野：消化器疾患(特に消化管疾患) 
資格：日本内科学会総合内科専門医・指導医、日本消化器病学

会消化器病専門医・指導医、日本消化器内視鏡学会消化器内視

鏡専門医・消化器内視鏡指導医、日本超音波医学会超音波専門

医・超音波指導医、日本がん治療認定医機構がん治療認定医、

日本消化管学会胃腸科専門医・胃腸科指導医、厚生労働省臨床

研修指導医 

 平岡 淳(主任部長) 
1998年鹿児島大学医学部卒 
専門分野：消化器疾患(特に肝疾患・肝癌) 
資格：日本内科学会総合内科専門医・指導医、日本消化器病学

会消化器病専門医・指導医、日本消化器内視鏡学会消化器内視

鏡専門医、日本肝臓学会肝臓専門医・指導医、日本超音波医学

会超音波専門医・超音波指導医、厚生労働省臨床研修指導医 

 壷内 栄治(部長、消化器病センター副センター長) 
1996年愛媛大学医学部卒 
専門分野：消化器疾患(特に消化管疾患) 
資格：日本内科学会総合内科専門医・指導医、日本消化器病学

会消化器病専門医・指導医、日本消化器内視鏡学会消化器内視

鏡専門医・消化器内視鏡指導医、日本肝臓学会肝臓専門医、日

本消化管学会胃腸科専門医・胃腸科指導医、日本ヘリコバクター

学会H.Pylori(ピロリ菌)感染症認定医、厚生労働省臨床研修指導

医 

 宮田 英樹(部長、内視鏡室長) 
1996年札幌医科大学卒 
専門分野：消化器疾患(特に胆膵疾患) 
資格：日本内科学会認定内科医・指導医、日本消化器病学会消

化器病専門医・指導医、日本消化器内視鏡学会消化器内視鏡専

門医・消化器内視鏡指導医、日本胆道学会指導医、日本膵臓学

会指導医、厚生労働省臨床研修指導医 

 多田 藤政(部長) 
2003年愛媛大学医学部卒 
専門分野：消化器疾患(特に肝疾患・肝癌) 
資格：日本内科学会総合内科専門医・指導医、日本消化器病学

会消化器病専門医・指導医、日本消化器内視鏡学会消化器内視

鏡専門医・消化器内視鏡指導医、日本超音波医学会超音波専門

医・超音波指導医、日本肝臓学会肝臓専門医・指導医、日本糖尿

病学会糖尿病専門医、日本がん治療認定医機構がん治療認定

医、日本プライマリ・ケア連合学会プライマリ・ケア認定医・指導医、

日本医師会認定産業医、厚生労働省臨床研修指導医 

 黒田 太良(部長) 
2007年愛媛大学医学部卒 
専門分野：消化器疾患(特に胆膵疾患) 
資格：日本内科学会総合内科専門医・指導医、日本消化器病学

会消化器病専門医・指導医、日本消化器内視鏡学会消化器内視

鏡専門医・消化器内視鏡指導医、日本膵臓学会指導医、日本肝

臓学会肝臓専門医、日本胆道学会指導医、日本プライマリ・ケア

連合学会プライマリ・ケア認定医・指導医、厚生労働省臨床研修

指導医 

 大濱 日出子(部長) 
2007年鳥取大学医学部卒 
専門分野：消化器疾患(特に肝疾患・肝癌) 

資格：日本内科学会総合内科専門医・指導医、日本消化器病学

会消化器病専門医、日本超音波医学会超音波専門医・超音波指

導医、日本肝臓学会肝臓専門医・指導医、日本がん治療認定医

機構がん治療認定医、厚生労働省臨床研修指導医 

 川村 智恵(部長) 
2008年愛媛大学医学部卒 
専門分野：消化器疾患(特に消化管疾患) 
資格：日本内科学会総合内科専門医・指導医、日本消化器病学

会消化器病専門医・指導医、日本消化器内視鏡学会消化器内視

鏡専門医・消化器内視鏡指導医、日本肝臓学会肝臓専門医、厚

生労働省臨床研修指導医 

 兼光 梢(部長) 
2010年大分大学医学部卒 
専門分野：消化器疾患(特に胆膵疾患) 
資格：日本内科学会認定内科医・指導医、日本消化器病学会消

化器病専門医・指導医、日本消化器内視鏡学会消化器内視鏡専

門医、日本肝臓学会肝臓専門医、日本胆道学会指導医、日本膵

臓学会指導医、日本がん治療認定医機構がん治療認定医、厚生

労働省臨床研修指導医 

 北畑 翔吾(医長、IBD センター長) 
2012年愛媛大学医学部卒 
専門分野：消化器疾患 
資格：日本内科学会認定内科医・総合内科専門医、日本消化器

病学会消化器病専門医、日本消化器内視鏡学会消化器内視鏡

専門医、日本肝臓学会肝臓専門医、厚生労働省臨床研修指導医 

 大西 慶(医長、地域医療キャリア形成支援センター勤務) 
2014年自治医科大学卒 
専門分野：消化器疾患 
資格：日本内科学会認定内科医・総合内科専門医・指導医、日本

消化器病学会消化器病専門医、日本消化器内視鏡学会上部消

化管内視鏡スクリーニング認定医・大腸内視鏡スクリーニング認定

医・消化器内視鏡専門医、日本病院総合診療医学会認定医、厚

生労働省臨床研修指導医 

 加藤 佳夏子(医師) 
2020年愛媛大学医学部卒 
専門分野：消化器疾患 

 碓井 亨(医師) 
2020年愛媛大学医学部卒 
専門分野：消化器疾患 
資格：日本内科学会総合内科専門医 

 松岡 順子(非常勤医師) 
2006年自治医科大学卒 
専門分野：消化器疾患 
資格：日本内科学会総合内科専門医、日本消化器内視鏡学会消

化器内視鏡専門医、日本プライマリ・ケア連合学会プライマリ・ケア

認定医 

 中村 綾花(専攻医) 
2022年愛媛大学医学部卒 
専門分野：消化器疾患 
資格：日本ヘリコバクター学会H.pylori(ピロリ菌)感染症認定医 

 木村 優伽(専攻医) 
2022年香川大学医学部卒 
専門分野：消化器疾患 

 齋藤 舞(専攻医) 
2023年愛媛大学医学部卒 
専門分野：消化器疾患 

 岩﨑 竜一朗(診療委託) 



 
 

 寺尾 美紗(診療委託) 
 須賀 義文(診療委託) 

 

２． 実績 

■ 疾患別入院患者数 
疾患名 患者数 

食道癌 92 

食道・胃静脈瘤 47 

胃潰瘍 35 

胃癌 165 

胃ポリープ 32 

十二指腸潰瘍 8 

十二指腸癌 11 

十二指腸ポリープ 10 

潰瘍性大腸炎 9 

クローン病 11 

イレウス 30 

結腸憩室炎 12 

結腸憩室出血 26 

大腸ポリープ 56 

大腸癌 76 

S 状結腸軸捻転 12 

肝炎 13 

自己免疫性肝炎 11 

肝硬変 14 

肝癌 142 

膵炎 73 

自己免疫性膵炎 11 

膵癌 139 

急性胆嚢炎 10 

胆嚢癌 14 

急性胆管炎 27 

総胆管結石性胆管炎 157 

胆管癌 42 

総胆管結石 102 

その他 299 

合計 1,686 

■ 主な検査・治療・手術件数 
検査・治療・手術名 症例数 

上部消化管内視鏡検査 5,138 

下部消化管内視鏡検査 2,545 

食道静脈瘤硬化術、結紮術 59 

内視鏡的止血術(上部消化管) 56 

内視鏡的食道拡張術 45 

上部消化管異物除去 15 

内視鏡的胃瘻造設術 44 

内視鏡的大腸ポリープ切除 825 

内視鏡的粘膜下層剥離術(食道) 26 

内視鏡的粘膜下層剥離術(胃) 150 

内視鏡的粘膜下層剥離術(大腸) 48 

内視鏡的大腸止血術 55 

上部イレウス管挿入 38 

大腸イレウス管挿入 4 

大腸ステント留置 55 

小腸内視鏡 15 

カプセル内視鏡 32 

超音波内視鏡(上部・下部) 16 

ERCP 659 

EST 398 

内視鏡的截石術 247 

内視鏡的胆道ドレナージ 296 

管腔内超音波内視鏡検査(IDUS) 19 

腹部超音波検査 4,858 

腹部造影超音波検査 205 

腹腔動脈造影(TAE 除く) 3 

肝腫瘍に対する肝動脈塞栓術 122 

RFA 70 

エコー下肝生検 30 

経皮的エコー下肝腫瘍生検 14 

肝硬度測定 281 

経皮経肝胆道ドレナージ 4 

胆嚢ドレナージ 13 

肝膿瘍ドレナージ 18 

BRTO 11 

 

３． 2026 年度目標 

 医療レベルのさらなる向上 
医療レベルをさらに向上させ、愛媛県内のみならず、全国的に

もトップレベルの診療ができるように診療のレベルアップを目指しま

す。 
 医療安全の推進 
リスクを伴う処置、治療が多いため、各人の医療安全意識の向

上に努めるとともに、医療事故の発生確率を低下させるシステムづ

くりを医療スタッフと共に推進します。 
 医学的エビデンスへの貢献 
当院の診療経験で得られた知見をガイドライン作成に貢献でき

るような学術論文として継続して報告していくことで、自らの医療レ

ベルの継続的振り返りを心がけて日常診療へフィードバックを行い

ます。 
 

４． 学術関係 

(1) 学会発表および講演 
1. Masafumi Ikeda、Takeshi Terashima、Tatsuya Yamashita、Takuji Okusaka、

Hiroshi Imaoka 、 Tomokazu Kawaoka 、 Satoshi Kobayashi 、 Sadahisa 
Ogasawara、Atsushi Hiraoka、Masahito Nakano、Fumio Nagashima、Rie 
Sugimoto、Michihisa Moriguchi、Yoshitaka Inaba、Satoru Shinoda、Makoto 
Ueno、Naoya Kato、Masatoshi Kudo、Junji Furuse、Hiroaki Nagano. A multi-
center, phase 2 study of atezolizumab plus bevacizumab combination therapy 
in patients with unresectable hepatocellular carcinoma and Child-Pugh class B 
cirrhosis: CHALLENGE trial final results. ASCO GI 2025. San Francisco 
(2025.1.23-25) 



 
 

2. 平岡淳、原なぎさ、浪崎正、中井正人、坂本直哉、吉治仁志. 肝硬変・門脈

圧亢進症 病態解析と診療の進歩 肝硬変外来患者における活動量低下の

実態. 第 111 回日本消化器病学会総会. 東京 (2025.4.24-26) 
3. 金山雄樹、畑中健、平岡淳、多田俊史、豊田秀徳、能祖一裕、柿崎暁、谷

丈二、黒田英克、熊田卓. 消化器癌領域における免疫関連有害事象 切除

不能肝細胞癌に対するデュルバルマブ(Dur)とトレメリムマブ(Tre)併用療法

の治療効果と免疫関連有害事象(imAE)についての検討【多施設共同研究】. 
第 111 回日本消化器病学会総会. 東京 (2025.4.24-26) 

4. 北畑翔吾、村上大晟、大西慶、泉本裕文、兼光梢、川村智恵、黒田太良、

大濱日出子、壷内栄治、二宮朋之. 非粘膜治癒および性別は潰瘍性大腸

炎患者における非貧血性鉄欠乏症の有病率と関連する. 第 111 回日本消

化器病学会総会. 東京 (2025.4.24-26) 
5. 北畑翔吾、村上大晟、大西慶、泉本裕文、兼光梢、川村智恵、黒田太良、

大濱日出子、壷内栄治、二宮朋之. 非侵襲的病勢評価方法の進歩 潰瘍

性大腸炎の罹患範囲別にみた LRG と糞便マーカーの粘膜治癒予測性能

の差. 第 111 回日本消化器病学会総会. 東京 (2025.4.24-26) 
6. 田中一成、辻邦彦、平岡淳、多田俊史、畑中健、的野智光、狩山和也、糸

林詠、高口浩一、矢田豊、川田一仁、石川達、厚川正則、黒田英克、田尻

和人、柿崎暁、海堀昌樹、日浅陽一、榎本平之、工藤正俊、熊田卓. 切除

不能肝細胞癌患者における腎機能障害と Atezolizumab+Bevacizumab 療法

の有効性と安全性の検討. 第 111 回日本消化器病学会総会. 東京 (2025.4. 
24-26) 

7. 平岡淳. 臨床視点で化学する～肝予備能と uHCC 長期生存の関係～. 第
111 回日本消化器病学会総会. 東京 (2025.4.24-26) 

8. 狩山和也、能祖一裕、川中美和、湧田暁子、塩田祥平、豊田秀徳、平岡淳、

多田俊史、熊田卓. 健診コホートと MASLD 症例における FIB-4 index と

FIB-3 index の比較検討. 第 111 回日本消化器病学会総会. 東京 (2025.4. 
24-26) 

9. 木村優伽、兼光梢、中村綾花、松田拓也、松岡海南、加藤佳夏子、村川和

也、大西慶、泉本裕文、北畑翔吾、川村智恵、黒田太良、大濱日出子、多

田藤政、平岡淳、壷内栄治、宮田英樹、二宮朋之. ERCP 後の乳頭部出血

におけるピュアスタット®の有用性に関する検討. 第 109 回日本消化器内視

鏡学会総会. 札幌 (2025.5.9-11) 
10. 兼光梢、木村優伽、中村綾花、松田拓也、松岡海南、加藤佳夏子、村川和

也、大西慶、泉本裕文、北畑翔吾、川村智恵、黒田太良、大濱日出子、多

田藤政、平岡淳、壷内栄治、宮田英樹、二宮朋之. 当院内視鏡検査からみ

る 10 年の変遷. 第 109 回日本消化器内視鏡学会総会. 札幌 (2025.5.9-11) 
11. 多田藤政、的野智光、矢田豊. Child-Pugh A の Up to 7 基準外肝細胞癌に

対する集学的治療におけるラジオ波の役割. 第 61 回日本肝臓学会総会. 
東京 (2025.6.5-6) 

12. 田中一成、辻邦彦、平岡淳. Intermediate stage HCC の治療戦略:新時代へ

の挑戦 Intermediate stage HCC の生存期間延長に免疫療法レジメン選択は

関与するか?【多施設共同研究】. 第 61 回日本肝臓学会総会. 東京 (2025. 
6.5-6) 

13. 大濱日出子、多田藤政、平岡淳. 高齢者肝疾患の現状と問題点 高齢肝細

胞癌患者における根治的治療施行の判断指標. 第 61 回日本肝臓学会総

会. 東京 (2025.6.5-6) 
14. 多田藤政、平岡淳、大濱日出子. 肝硬変・サルコペニアの栄養評価と栄養

療法・運動療法 慢性肝疾患患者における筋肉量,筋力と圧迫骨折の関係. 
第 61 回日本肝臓学会総会. 東京 (2025.6.5-6) 

15. 腰山裕一、平岡淳、多田俊史. 免疫関連有害事象の病態,診断,マネジメント 
当院及び多施設における STRIDE レジメンによる免疫関連有害事象の特徴

とその対応. 第 61 回日本肝臓学会総会. 東京 (2025.6.5-6) 
16. 松田拓也、平岡淳、多田藤政、大濱日出子、木村優伽、松岡海南、加藤佳

夏子、大西慶、泉本裕文、北畑翔吾、兼光梢、川村智恵、黒田太良、壷内

栄治、中村由子、廣岡昌史、日浅陽一. 当院における初発肝細胞癌の 10
年生存例の検討. 第 61 回日本肝臓学会総会. 東京 (2025.6.5-6) 

17. 木村優伽、多田藤政、大濱日出子、松岡海南、松田拓也、加藤佳夏子、村

川和也、大西慶、泉本裕文、北畑翔吾、兼光梢、川村智恵、黒田太良、壷

内栄治、徳田和憲、花岡潤、平岡淳. 腹腔鏡下肝切除で診断した肝偽リン
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